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Ⅰ 調査の概要 

（１）調査目的 

今回の調査は、地域公共交通のマスタープランとなる赤穂市地域公共交通計画を策定するに

あたり、市内循環バス「ゆらのすけ」、東備西播定住自立圏圏域バス「ていじゅうろう」、赤

穂市内を運行する路線バス及び有年地区を運行するデマンドタクシー「うね・のり愛号」利用

者に対して利用状況の詳細や利用時の問題点を調査し、現状を把握することを目的に実施しま

した。 

 

（２）調査の概要 

調査対象者 

赤穂市内を運行する以下の公共交通の利用者 

・市内循環バス「ゆらのすけ」（以下、ゆらのすけ） 

・東備西播定住自立圏圏域バス「ていじゅうろう」（以下、ていじゅうろう） 

・赤穂市内を運行する路線バス（以下、路線バス） 

・デマンドタクシー「うね・のり愛号」（以下、うね・のり愛号） 

調査方法 

ゆらのすけ 車両に乗り込んだ調査員が乗車する人に調査協力を行い、ヒアリング 

(一部利用者に対して調査票と筆記具を手渡し、回収) ていじゅうろう 

路線バス 車内にアンケート調査票と筆記具、回収箱を設置し、回収 

うね・のり愛号 運転手に協力いただき、利用者に対して調査票と筆記具を手渡し、調査協力を依頼 

回収数 

ゆらのすけ 

南北ルートＡ 59票 

238 票 

445 票 

南北ルートＢ 61票 

東西ルート 58票 

高野ルート・みどり団地ルート 60票 

ていじゅうろう 
上郡ルート 60票 

77 票 
備前ルート 17票 

路線バス 

御崎線 108 票 

125 票 

小島線 9票 

その他 

湯の内・槙線 5票 

千鳥線 2票 

有年・上郡線 1票 

うね・のり愛号 5票 

実施期間 

ゆらのすけ 

南北ルートＡ １０月２４日(月)，１１月２日(水) 

南北ルートＢ １０月２５日(火)，１１月１日(火) 

東西ルート １０月３１日(月)，１１月２日(水) 

高野ルート・みどり団地ルート １０月２８日(金)，１１月４日(金) 

ていじゅうろう 
上郡ルート １０月２７日(木)，１０月３１日(月) 

備前ルート １０月２４日(月)，１１月２日(水) 

路線バス 全路線 １０月３１日(月)～１１月１３日(日) 

うね・のり愛号  ９月１２日(月)～９月３０日(金) 
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（３）本調査結果報告書の留意点 

・単数回答は帯グラフまたは縦棒グラフ、複数回答は縦棒グラフとなっています。また、施設

名やバス停名を記述式で回答いただいた設問については、回答が多かった上位 10位または 5

位の横棒グラフとなっています。帯グラフについては、系統別の傾向を把握するため、系統

別に集計しています。 

・問の中には「～と回答した方のみお答えください。」などいろいろな限定があり、回答者が

少ない場合は、数人の違いで割合が大きく変わることがあります。 
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91.2

87.7

91.0

95.0

91.3

30.0

23.4

62.2

44.4

80.0

61.6

100.0

71.4

3.6

0.9

63.3

5.9

50.6

1.1

20.0

1.9

10.3

88.2

19.5

3.6

8.8

12.3

5.4

5.0

7.8

6.7

5.9

6.5

36.7

55.6

36.5

14.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南北ルートA

(57票)

南北ルートB

(57票)

東西ルート

(56票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(60票)

ゆらのすけ計

(230票)

上郡ルート

(60票)

備前ルート

(17票)

ていじゅうろう計

(77票)

御崎線

(90票)

小島線

(9票)

その他

(5票)

路線バス計

(104票)

うね・のり愛号

(5票)

合計

(416票)

赤穂市 上郡町 備前市 その他

ゆ

ら

の

す

け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

う
ね
・

の
り
愛
号

Ⅱ 調査結果 

１ あなたのことについて 

（１）住所 

 

住所を全体の合計で見ると、「赤穂市」が 71.4％、「上郡町」が 10.3％、「備前市」が 3.6％、

「その他」が 14.7％となっています。 

公共交通の種類別に住所を見ると、「赤穂市」の回答が多かったのは、うね・のり愛号が 100％、

ゆらのすけが 91.3％、路線バスが 61.6％となっており、赤穂市民に多く利用されています。一

方で、ていじゅうろうでは「赤穂市」の回答が 23.4％と少なくなっており、「上郡町」が 50.6％、

「備前市」が 19.5％と、赤穂市を訪れる人にも多く利用されています。 

住所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 29票を除く 

あなたのことについてお答えください。住所（１つに○） 



― 4 ― 

3.3

0.9

12.1

33.4

25.0

14.5

4.5

5.2

8.5

1.8

5.0

5.1

6.7

5.9

6.5

14.1

33.3

14.5

8.0

1.8

3.3

1.3

3.3

2.6

12.1

11.1

11.3

4.3

1.7

3.5

1.7

1.7

15.0

5.9

13.0

13.1

11.3

6.4

10.3

6.8

3.5

10.0

7.7

10.0

5.9

9.1

21.6

11.1

25.0

21.0

11.6

3.4

10.2

5.3

1.7

5.1

6.7

5.2

3.7

3.2

4.5

1.7

1.8

6.7

2.6

13.3

17.6

14.3

4.7

4.0

5.0

10.3

22.0

14.0

11.7

14.5

6.7

11.8

7.8

3.7

12.5

4.0

20.0

10.5

13.8

6.8

14.0

21.7

14.1

11.7

29.4

15.6

6.5

25.0

7.3

12.3

57.0

42.3

54.3

34.9

47.0

26.6

23.5

25.9

8.4

11.1

12.5

8.9

80.0

32.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南北ルートA

(58票)

南北ルートB

(59票)

東西ルート

(57票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(60票)

ゆらのすけ計

(234票)

上郡ルート

(60票)

備前ルート

(17票)

ていじゅうろう計

(77票)

御崎線

(107票)

小島線

(9票)

その他

(8票)

路線バス計

(124票)

うね・のり愛号

(5票)

合計

(440票)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上

ゆ

ら

の

す

け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

う
ね
・

の
り
愛
号

（２）年齢 

 

 

年齢を全体の合計で見ると、「65歳以上」の回答が 60.7％、「65歳未満」の回答が 39.3％

となっています。 

公共交通の種類別に年齢を見ると、「65歳以上」の回答が多かったのは、うね・のり愛号が

100％、ゆらのすけが 78.2％、ていじゅうろうが 63.6％となっています。一方で、路線バスで

は「65歳以上」が 24.2％と少なくなっており、幅広い年齢の人に多く利用されています。 

 

年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答・不明 5票を除く 

あなたのことについてお答えください。年齢（１つに○） 

65 歳以上 63.6％ 

65 歳以上 24.2％ 

65 歳以上 78.2％ 

65 歳以上 100％ 

65 歳以上 60.7％ 65 歳未満 39.3％ 
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5.3

3.4

5.3

3.3

4.3

18.3

5.9

15.6

41.7

33.3

37.5

40.8

16.3

1.8

6.8

1.8

1.7

3.0

18.3

14.3

14.6

12.5

7.6

1.7

0.4

3.9

3.3

1.1

3.5

11.9

3.5

6.7

6.4

5.9

1.3

13.6

44.5

15.0

7.8

19.3

6.8

24.6

11.7

15.5

3.9

11.1

4.2

60.0

10.1

70.1

69.4

64.8

74.9

70.0

58.4

88.2

64.9

20.4

11.1

50.0

21.7

40.0

55.5

1.7

0.4

5.0

3.9

1.9

12.5

2.5

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南北ルートA

(57票)

南北ルートB

(59票)

東西ルート

(57票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(60票)

ゆらのすけ計

(233票)

上郡ルート

(60票)

備前ルート

(17票)

ていじゅうろう計

(77票)

御崎線

(103票)

小島線

(9票)

その他

(8票)

路線バス計

(120票)

うね・のり愛号

(5票)

合計

(435票)

会社員・公務員 パート・アルバイト 自営業 学生 専業主婦・主夫 無職（定年退職含む） その他

ゆ

ら

の

す

け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

う
ね
・

の
り
愛
号

（３）職業 

 

 

職業を全体の合計で見ると、「無職」が 55.5％と最も多くなっており、次いで「会社員・公

務員」が 16.3％、「専業主婦・主夫」が 10.1％の順に多くなっています。 

公共交通の種類別に職業を見ると、ゆらのすけとていじゅうろうでは「無職」がそれぞれ

70.0％、64.9％と最も多くなっている一方で、路線バスでは「会社員・公務員」が 40.8％、う

ね・のり愛号では「専業主婦・主夫」が 60.0％と最も多くなっています。 

 

職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 10票を除く 

あなたのことについてお答えください。職業（１つに○） 



― 6 ― 

（４）運転免許の有無 

 

 

運転免許の有無を全体の合計で見ると、「自動車運転免許を持っている」が 28.9％、「自動

二輪・原付バイクの免許のみ持っている」が 2.3％となっている一方で、「持っていない・返

納した」が 68.8％と最も多くなっています。 

公共交通の種類別に運転免許の有無を見ると、「持っていない・返納した」の回答が多かっ

たのは、うね・のり愛号が 100％、ゆらのすけが 83.4％、ていじゅうろうが 61.1％と多くなっ

ています。 

 

運転免許の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ゆ

ら

の

す

け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

う
ね
・

の
り
愛
号

12.1

18.3

15.8

10.0

14.0

41.7

23.5

37.6

53.3

44.4

57.1

52.9

28.9

3.4

5.3

1.7

2.6

5.9

1.3

2.8

2.4

2.3

25.9

48.4

29.8

46.6

37.9

23.3

35.3

26.0

7.5

6.5

80.0

27.5

58.6

33.3

49.1

41.7

45.5

35.0

35.3

35.1

36.4

55.6

42.9

38.2

20.0

41.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南北ルートA

(58票)

南北ルートB

(60票)

東西ルート

(57票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(60票)

ゆらのすけ計

(235票)

上郡ルート

(60票)

備前ルート

(17票)

ていじゅうろう計

(77票)

御崎線

(107票)

小島線

(9票)

その他

(7票)

路線バス計

(123票)

うね・のり愛号

(5票)

合計

(440票)

自動車運転免許を

持っている

自動二輪・原付バイクの

免許のみ持っている

運転免許証は返納した 持っていない

（取得したことがない）

※無回答・不明 5票を除く 

あなたのことについてお答えください。運転免許（１つに○） 

持っていない・返納した 61.1％ 

持っていない・返納した 44.7％ 

持っていない・返納した 83.4％ 

持っていない・返納した 100％ 

持っていない・返納した 68.8％ 



― 7 ― 

12.5

16.1

9.4

5.1

10.7

23.3

23.5

23.4

42.4

33.3

42.8

41.7

21.4

1.8

3.6

3.8

2.2

16.7

13.0

11.1

14.3

10.4

6.4

85.7

80.3

86.8

94.9

87.1

60.0

76.5

63.6

46.5

66.7

42.9

47.9

100.0

72.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南北ルートA

(56票)

南北ルートB

(56票)

東西ルート

(53票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(59票)

ゆらのすけ計

(224票)

上郡ルート

(60票)

備前ルート

(17票)

ていじゅうろう計

(77票)

御崎線

(99票)

小島線

(9票)

その他

(7票)

路線バス計

(115票)

うね・のり愛号

(5票)

合計

(421票)

問題なく運転できる 運転できるが、不安である 運転できない

ゆ

ら

の

す

け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

う
ね
・

の
り
愛
号

（５）自動車の運転 

 

 

自動車の運転を全体の合計で見ると、「問題なく運転できる」が 21.4％、「運転できるが、

不安である」が 6.4％、「運転できない」が 72.2％となっています。 

公共交通の種類別に自動車の運転を見ると、「運転できない」の回答が多かったのは、うね・

のり愛号が 100％、ゆらのすけが 87.1％、ていじゅうろうが 63.6％、路線バスが 47.9％と多く

なっています。 

 

自動車の運転 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 24票を除く 

あなたのことについてお答えください。自動車の運転（１つに○） 
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3.4

6.8

3.6

1.7

3.9

20.0

11.8

18.2

18.8

28.6

17.9

10.2

27.6

37.3

45.5

28.3

34.5

26.7

35.3

28.6

48.5

55.6

28.6

47.9

40.0

37.1

69.0

55.9

50.9

70.0

61.6

53.3

52.9

53.2

32.7

44.4

42.8

34.2

60.0

52.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南北ルートA

(58票)

南北ルートB

(59票)

東西ルート

(55票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(60票)

ゆらのすけ計

(232票)

上郡ルート

(60票)

備前ルート

(17票)

ていじゅうろう計

(77票)

御崎線

(101票)

小島線

(9票)

その他

(7票)

路線バス計

(117票)

うね・のり愛号

(5票)

合計

(431票)

自分が自由に利用できる

車がある

家族共有で利用できる

車がある

世帯に車はない

ゆ

ら

の

す
け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

う
ね
・

の
り
愛
号

 

（６）世帯での車の保有 

 

 

世帯での車の保有を全体の合計で見ると、「自分が自由に利用できる車がある」が 10.2％、

「家族共有で利用できる車がある」が 37.1％、「世帯に車はない」が 52.7％となっています。 

公共交通の種類別に世帯での車の保有を見ると、「世帯に車はない」の回答が多かったのは、

ゆらのすけが 61.6％、うね・のり愛号が 60.0％、ていじゅうろうが 53.2％と多くなっていま

す。 

世帯での車の保有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 14票を除く 

あなたのことについてお答えください。世帯での車の保有（１つに○） 
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２ 本日の目的地及び目的 

 

 

 

（１）目的地 

目的地を全体の合計で見ると、「イオン赤穂店」が 130 票と最も多くなっており、次いで「赤

穂市民病院」（70票）、「赤穂中央病院」（19票）などの順に多くなっています。 

また、公共交通の種類別に見ると、ゆらのすけでは「イオン赤穂店」が 97票と最も多くなっ

ており、次いで「赤穂市民病院」（40票）、「主婦の店赤穂店」（12票）などの順に多くなっ

ています。 

ていじゅうろうでは「イオン赤穂店」が 30票と最も多くなっており、次いで「赤穂市民病院」

（17票）、「赤穂中央病院」（9票）などの順に多くなっています。 

路線バスでは「亀の井ホテル赤穂」が 16票と最も多くなっており、次いで「赤穂市民病院」

（13票）、「御崎」（10票）などの順に多くなっています。 

うね・のり愛号では「有年公民館」が 3票、「有年診療所」が 2票となっています。 

 

目的地（全体）【上位 10位】【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

130

70

19

16

12

11

11

10

8

5

イオン赤穂店

赤穂市民病院

赤穂中央病院

亀の井ホテル赤穂

主婦の店赤穂店

播州赤穂駅

赤穂市役所

御崎

市民会館

旬彩蔵上郡

0 20 40 60 80 100 120 140 （票）

本日の目的地及び目的をお答えください。【帰宅中の方は行っていた先をお答えください】 

（当てはまるものすべてに〇、施設名または場所を分かる範囲で記入） 

※合計 339 票(無回答・不明 106 票を除く) 
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目的地（ゆらのすけ）【上位 5位】【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地（ていじゅうろう）【上位 5位】【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

97

40

12

8

8

イオン赤穂店

赤穂市民病院

主婦の店赤穂店

市民会館

赤穂中央病院

0 20 40 60 80 100 120 （票）

30

17

9

5

4

イオン赤穂店

赤穂市民病院

赤穂中央病院

旬彩蔵上郡

赤穂市役所

0 5 10 15 20 25 30 35

ていじゅうろう

（票）

※合計67票(無回答・不明10票を除く) 

※合計 186 票(無回答・不明 52票を除く) 
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目的地（路線バス）【上位 5位】【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地（うね・のり愛号）【複数回答】 

 

 

 

 

  

16

13

10

8

4

亀の井ホテル赤穂

赤穂市民病院

御崎

播州赤穂駅

上郡高校

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 （票）

3

2

有年公民館

有年診療所

0 1 2 3 4 （票）

※合計 5票(無回答・不明なし) 

※合計 81票(無回答・不明 44票を除く) 
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（２）外出目的 

外出目的を全体の合計で見ると、「買物（日常の買物）」が 39.4％と最も多くなっており、

次いで「通院・お見舞い」（25.4％）、「趣味・娯楽」（13.4％）などの順に多くなっていま

す。 

 

外出目的（全体）【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.3

4.9

39.4

2.1

25.4

13.4

3.1

9.2

0%

10%

20%

30%

40%

通
勤

通
学

買
物
（日
常
の
買
物
）

買
物
（日
常
以
外
の
買
物
）

通
院
・お
見
舞
い

趣
味
・娯
楽

仕
事
（通
勤
除
く
）

そ
の
他

※合計 426 票(無回答・不明 19票を除く) 



― 13 ― 

6.3

2.2

54.9

1.8

22.3

8.9

1.8

7.6
10.4

0

45.5

0

45.5

2.6

0

16.9

21.7

13.3

8.3

4.2

17.5

26.7

7.5 7.5

0 0 0 0

40.0

60.0

0 0
0%

20%

40%

60%

80%

通
勤

通
学

買
物
（日
常
の
買
物
）

買
物
（日
常
以
外
の
買
物
）

通
院
・お
見
舞
い

趣
味
・娯
楽

仕
事
（通
勤
除
く
）

そ
の
他

ゆらのすけ ていじゅうろう 路線バス うね・のり愛号

＜外出目的（公共交通の種類別）＞ 

外出目的を公共交通の種類別に見ると、ゆらのすけでは「買物（日常の買物）」が 54.9％と

最も多くなっており、次いで「通院・お見舞い」（22.3％）、「趣味・娯楽」（8.9％）などの

順に多くなっています。 

ていじゅうろうでは「買物（日常の買物）」と「通院・お見舞い」が 45.5％と最も多くなっ

ており、次いで「通勤」（10.4％）などの順に多くなっています。 

路線バスでは「趣味・娯楽」が 26.7％と最も多くなっており、次いで「通勤」（21.7％）、

「通院・お見舞い」（17.5％）などの順に多くなっています。 

うね・のり愛号では「趣味・娯楽」が 60.0％と最も多くなっており、次いで「通院・お見舞

い」（40.0％）となっています。 

 

外出目的（公共交通の種類別）【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ゆらのすけ合計 224 票(無回答・不明 14票を除く) 
ていじゅうろう合計 77票(無回答・不明なし) 
路線バス合計 120 票(無回答・不明 5票を除く) 
うね・のり愛号合計 5票(無回答・不明なし) 
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３ 乗車・降車場所 

 

 

 

乗車・降車場所を全体の合計で見ると、「イオン赤穂店」が 143 票と最も多くなっており、

次いで「播州赤穂駅」（141 票）、「赤穂市民病院」（76票）などの順に多くなっています。 

また、公共交通の種類別に見ると、ゆらのすけでは「イオン赤穂店」が 109 票と最も多くな

っており、次いで「市民病院」（39票）、「播州赤穂駅」（32票）などの順に多くなっていま

す。 

ていじゅうろうでは「イオン赤穂店」が 34票と最も多くなっており、次いで「赤穂市民病院」

（18票）、「ハイツあゆみ前」「上郡駅」（いずれも 16票）などの順に多くなっています。 

路線バスでは「播州赤穂駅」が 109 票と最も多くなっており、次いで「赤穂市民病院」（19

票）、「亀の井ホテル赤穂」「東御崎」（いずれも 14票）などの順に多くなっています。 

うね・のり愛号では「自宅」が 5票、「有年公民館」が 3票、「有年診療所」が 2票となっ

ています。 

 

乗車・降車場所（全体）【上位 10位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

乗車・降車場所はどちらですか。※乗車場所・降車場所に〇を記入していただき、他の公共交通に乗

継する(した)方は乗継バス停までを記入ください。 

 

※合計864票(無回答・不明26票を除く) 

※乗車・降車場所の票数は、乗車場所と降車場所の票数を合算して集計したものです。 
※「赤穂市民病院」の票数は、ゆらのすけの「市民病院」と、ていじゅうろう・路線
バスの「赤穂市民病院」の票数を合算して集計したものです。 

143

141

76

26

16

16

16

14

14

13

13

イオン赤穂店

播州赤穂駅

赤穂市民病院

市民会館

ハイツあゆみ前

上郡駅

赤穂市役所

亀の井ホテル赤穂

東御崎

ハーモニーホール

新町

0 20 40 60 80 100 120 140 160 （票）
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34

18

16

16

13

イオン赤穂店

赤穂市民病院

ハイツあゆみ前

上郡駅

新町

0 10 20 30 40 （票）

109

39

32

26

16

イオン赤穂店

市民病院

播州赤穂駅

市民会館

赤穂市役所

0 20 40 60 80 100 120 （票）

 

乗車・降車場所（ゆらのすけ）【上位 5位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗車・降車場所（ていじゅうろう）【上位 5位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※合計 474 票(無回答・不明 2票を除く) 

※合計 154 票(無回答・不明なし) 

※乗車・降車場所の票数は、乗車場所と降車場所の票数を合算して集計したものです。 

※乗車・降車場所の票数は、乗車場所と降車場所の票数を合算して集計したものです。 



― 16 ― 

109

19

14

14

12

播州赤穂駅

赤穂市民病院

亀の井ホテル赤穂

東御崎

明神木南

0 20 40 60 80 100 120 （票）

 

乗車・降車場所（路線バス）【上位 5位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗車・降車場所（うね・のり愛号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5

3

2

自宅

有年公民館

有年診療所

0 1 2 3 4 5 6 （票）

※合計 236 票(無回答・不明 14票を除く) 

※合計 10票(無回答・不明なし) 

※乗車・降車場所の票数は、乗車場所と降車場所の票数を合算して集計したものです。 

※乗車・降車場所の票数は、乗車場所と降車場所の票数を合算して集計したものです。 
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時

21

時

４ 乗車時間帯 

 

 

 

乗車時間帯を全体の合計で見ると、「11 時」が 19.5％と最も多くなっており、次いで「12

時」（14.0％）、「14時」（13.5％）などの順に多くなっています。 

 

乗車時間帯（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

乗車した時間をお答えください。（おおよその時刻で結構です） 

※ゆらのすけ・ていじゅうろうは調査時刻と乗車バス停から集計 

※合計 432 票(無回答・不明 13票を除く) 
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ゆらのすけ ていじゅうろう 路線バス うね・のり愛号

 

＜乗車時間帯（公共交通の種類別）＞ 

乗車時間帯を公共交通の種類別に見ると、ゆらのすけでは「11時」が 24.9％と最も多くなっ

ており、次いで「12時」（17.7％）、「16時」（13.5％）などの順に多くなっています。 

ていじゅうろうでは「11 時」が 19.4％と最も多くなっており、次いで「8 時」（18.2％）、

「7時」「13時」「14時」（いずれも 14.3％）などの順に多くなっています。 

路線バスでは「14 時」が 14.5％と最も多くなっており、次いで「15 時」（11.9％）、「10

時」（11.0％）などの順に多くなっています。 

うね・のり愛号では「9時」が 60.0％と最も多くなっており、次いで「11時」「13時」（い

ずれも 20.0％）となっています。 

 

乗車時間帯（公共交通の種類別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ゆらのすけ合計 237 票(無回答・不明 1票を除く) 
ていじゅうろう合計 77票(無回答・不明なし) 
路線バス合計 118 票(無回答・不明 7票を除く) 
うね・のり愛号合計 5票(無回答・不明なし) 
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南北ルートB

(59票)

東西ルート

(56票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(60票)

ゆらのすけ計

(232票)

上郡ルート

(56票)

備前ルート

(17票)

ていじゅうろう計

(73票)

御崎線

(98票)

小島線

(8票)

その他

(7票)

路線バス計

(113票)

うね・のり愛号

(5票)

合計

(423票)

現金 ICカード 定期券 その他

ゆ
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の

す

け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

う
ね
・

の
り
愛
号

５ 運賃の支払い方法 

 

 

運賃の支払い方法を全体の合計で見ると、「現金」が 70.7％、「ICカード」が 25.1％、「定

期券」が 1.4％となっています。 

公共交通の種類別に運賃の支払い方法を見ると、うね・のり愛号とゆらのすけ、ていじゅう

ろうでは「現金」がそれぞれ100％、89.2％、78.0％と最も多くなっている一方で、路線バスで

は「ICカード」が64.7％と最も多くなっています。 

 

運賃の支払い方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※無回答・不明 22票を除く 

運賃は何で支払いますか。（１つに○） 
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南北ルートA

(111票)

南北ルートB

(117票)

東西ルート

(112票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(120票)

ゆらのすけ計

(460票)

上郡ルート

(118票)

備前ルート

(33票)

ていじゅうろう計

(151票)

御崎線

(186票)

小島線

(18票)

その他

(14票)

路線バス計

(218票)

うね・のり愛号

(10票)

合計

(839票)

鉄道 赤穂市内の他のバス 赤穂市外の他のバス 自動車（自分で運転）

自動車（家族等の送迎） タクシー 自転車 徒歩

６ 乗る前・降りた後の移動手段 

 

 

乗る前・降りた後の移動手段を全体の合計で見ると、「徒歩」が 79.3％と最も多くなってお

り、次いで「鉄道」が 12.6％、「赤穂市内の他のバス」が 2.6％などの順に多くなっています。 

「徒歩」以外の乗る前・降りた後の移動手段を公共交通の種類別に見ると、ゆらのすけと路

線バスでは「鉄道」がそれぞれ 5.2％、33.5％と最も多くなっており、ていじゅうろうでは「自

動車（家族等の送迎）」が 7.3％と最も多くなっています。 

 

乗る前・降りた後の移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 51票を除く 

乗る前・降りた後の移動手段は何ですか。（利用する[した]ものすべてに○） 

※乗る前・降りた後の移動手段の割合は、乗る前の移動手段と降りた後の移動手段を合算して集計したものです。 
※「赤穂市内の他のバス」は、ゆらのすけ、ていじゅうろう、路線バス、うね・のり愛号を指します。 
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小島線

(9票)

その他

(6票)

路線バス計

(111票)

うね・のり愛号

(5票)

合計

(420票)

往復で利用する 片道のみ利用する

ゆ

ら

の

す

け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

う
ね
・

の
り
愛
号

７ 往復利用の有無 

 

 

往復利用の有無全体の合計で見ると、「往復で利用する」が 69.5％、「片道のみ利用する」

が 30.5％となっています。 

公共交通の種類別に往復利用の有無を見ると、「片道のみ利用する」の回答は、路線バスが

38.7％、ていじゅうろうが 34.2％、ゆらのすけが 25.9％となっています。 

 

往復利用の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本日は往復で利用されますか。（１つに○） 

※無回答・不明 25票を除く 

※ゆらのすけ及びていじゅうろうの「片道のみ利用する」の割合は、「行きのみ(片道)で利用する」と「帰
りのみ(片道)で利用する」の票数を合算して集計したものです。 
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25.0

38.5

26.5
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25.0

7.7

7.8

15.4

8.3

8.1

13.6

11.5
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25.0

100.0

33.3

18.6

2.9

25.0

5.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南北ルートA

(13票)

南北ルートB

(9票)

東西ルート

(3票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(12票)

ゆらのすけ計

(37票)

上郡ルート

(22票)

備前ルート

(4票)

ていじゅうろう計

(26票)

御崎線

(34票)

小島線

(4票)

その他

(1票)

路線バス計

(39票)

合計

(102票)

鉄道 赤穂市内の他のバス 赤穂市外の他のバス 自動車（自分で運転）

自動車（家族等の送迎） タクシー 徒歩 その他

ゆ

ら

の

す

け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

８ 行きまたは帰りに利用する別の移動手段 

 

 

 

行きまたは帰りに利用する別の移動手段を全体の合計で見ると、「自動車（家族等の送迎）」

が 26.5％と最も多くなっており、次いで「鉄道」が 22.5％、「赤穂市内の他のバス」が 19.6％

などの順に多くなっています。 

公共交通の種類別に見ると、ゆらのすけでは「赤穂市内の他のバス」（40.6％）、ていじゅ

うろうでは「鉄道」（50.0％）、路線バスでは「自動車（家族等の送迎）」（38.5％）が多く

なっています。 

行きまたは帰りに利用する別の移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

行きまたは帰りに利用する別の移動手段をご記入ください。（すべてに○） 

※「往復での利用」で“片道のみ利用する”と回答した人のみお答えください 

※うね・のり愛号は回答者全員が「往復で利用する」と回答したため、対象者なしとなり集計していません。 
※比率は小数点以下第 2位を四捨五入して算出しているため、合計が 100％とならない場合があります。 

※無回答・不明 26票を除く 
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17.2

9.1
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32.1
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29.1

34.0

42.9

12.5

33.1

40.0

21.7
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南北ルートA

(55票)

南北ルートB

(58票)

東西ルート

(46票)

高野ルート・

みどり団地ルート

(56票)

ゆらのすけ計

(215票)

上郡ルート

(56票)

備前ルート

(16票)

ていじゅうろう計

(72票)

御崎線

(94票)

小島線

(7票)

その他

(8票)

路線バス計

(109票)

うね・のり愛号

(5票)

合計

(401票)

週に5日以上 週に2日以上 週に1日以上 月に2日以上 月に1日以下

ゆ

ら

の

す

け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

路

線

バ

ス

う
ね
・

の
り
愛
号

９ 利用頻度 

 

 

利用頻度を全体の合計で見ると、「週に 2日以上」が 36.9％と最も多くなっており、次いで

「月に 1日以下」が 21.7％と多くなっています。 

公共交通の種類別に利用頻度を見ると、「週 5日以上」の回答が多かったのは、路線バスが

22.9％、ていじゅうろうが 11.1％となっています。また、「月に 1日以下」の利用については、

ゆらのすけが 13.0％と最も少なく、定期的な利用が多くなっています。 

 

利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どのくらいの頻度で利用されていますか。（１つに○） 

※無回答・不明 44票を除く 
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１０ 公共交通利用時の問題点について 

 

 

公共交通利用時の問題点を全体の合計で見ると、「特に問題はない」が 70.6％と最も多くな

っている一方で、「便数が少ない」（16.0％）、「バス停が遠い」（5.0％）などの回答も見ら

れます。 

 

公共交通利用時の問題点について（全体）【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ご利用時の問題点についてお答えください。（いくつでも〇） 

※合計 419 票(無回答・不明 26票を除く) 
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ゆらのすけ ていじゅうろう 路線バス うね・のり愛号

 

＜公共交通利用時の問題点について（公共交通の種類別）＞ 

利用時の問題点を公共交通の種類別に見ると、ゆらのすけでは「特に問題はない」が 74.4％

と最も多くなっている一方で、「便数が少ない」（11.9％）、「利用したい時間に運行してい

ない」（6.6％）などの回答も見られます。 

ていじゅうろうでは「特に問題はない」が 89.6％と最も多くなっている一方で、「バス停が

遠い」（1.3％）の回答も見られます。 

路線バスでは「特に問題はない」が 48.2％と他の公共交通の種類と比較すると少なくなって

おり、「便数が少ない」（36.4％）、「バス停が遠い」（14.5％）、「料金が高い」（10.9％）、

「遠回りになる」（5.5％）などの回答も見られます。 

うね・のり愛号では回答した全ての方が「特に問題はない」と回答しています。 

 

公共交通利用時の問題点について（公共交通の種類別）【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ゆらのすけ合計 227 票(無回答・不明 11票を除く) 
ていじゅうろう合計 77票(無回答・不明なし) 
路線バス合計 110 票(無回答・不明 15票を除く) 
うね・のり愛号合計 5票(無回答・不明なし) 
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１１ 公共交通の運行が無くなった場合の対応 

 

 

公共交通の運行が無くなった場合の対応を全体の合計で見ると、「目的地に行けなくて困る」

が 61.3％と最も多くなっており、次いで「タクシー」（18.3％）、「自動車（家族等の送迎）」

（13.1％）などの順に多くなっています。 

 

公共交通の運行が無くなった場合の対応（全体）【複数回答】 
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そ
の
他

この公共交通の運行が、仮になくなったと仮定したら、目的地までどうやって行きますか。（いくつでも〇） 

※合計421票(無回答・不明24票を除く) 
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ゆらのすけ ていじゅうろう 路線バス うね・のり愛号

 

＜公共交通の運行が無くなった場合の対応（公共交通の種類別）＞ 

公共交通の運行が無くなった場合の対応を公共交通の種類別に見ると、ゆらのすけでは「目

的地に行けなくて困る」が 62.1％と最も多くなっており、「タクシー」（19.4％）、「他のバ

ス」（15.9％）などの回答も見られます。 

ていじゅうろうでは「目的地に行けなくて困る」が 96.1％と最も多くなっており、「鉄道」

（45.5％）、「自動車（自分で運転）」（11.7％）などの回答も見られます。 

路線バスでは「目的地に行けなくて困る」が 34.8％と他の公共交通の種類と比較すると少な

くなっており、「タクシー」（29.5％）、「自転車」（28.6％）、「徒歩」（25.0％）、「自

動車（家族等の送迎）」（24.1％）などの回答も見られます。 

うね・のり愛号では「目的地に行けなくて困る」が 80.0％と最も多くなっている一方で、「他

のバス」（60.0％）、「自動車（家族等の送迎）」（20.0％）などの回答も見られます。 

 

公共交通の運行が無くなった場合の対応（公共交通の種類別）【複数回答】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ゆらのすけ合計227票(無回答・不明 11票を除く) 
ていじゅうろう合計 77票(無回答・不明なし) 
路線バス合計 112 票(無回答・不明 13票を除く) 
うね・のり愛号合計 5票(無回答・不明なし) 

 



 

■資料編 アンケート調査票 

＜ アンケート調査票[ゆらのすけ 南北ルート A](1/2) ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ゆらのすけ 南北ルート A](2/2) ＞ 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ゆらのすけ 南北ルート B](1/2) ＞ 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ゆらのすけ 南北ルート B](2/2) ＞ 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ゆらのすけ 東西ルート](1/2) ＞ 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ゆらのすけ 東西ルート](2/2) ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ゆらのすけ 高野ルート・みどり団地ルート](1/2) ＞ 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ゆらのすけ 高野ルート・みどり団地ルート](2/2) ＞ 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ていじゅうろう 上郡ルート](1/2) ＞ 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ていじゅうろう 上郡ルート](2/2) ＞ 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ていじゅうろう 備前ルート](1/2) ＞ 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[ていじゅうろう 備前ルート](2/2) ＞ 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[路線バス](1/2) ＞ 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[路線バス](2/2) ＞ 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[うね・のり愛号](1/2) ＞ 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票[うね・のり愛号](2/2) ＞ 

 

 


